
東京湾再生官民連携フォーラムの設立 資料２

○東京湾の再生のため多様な主体が
参画し連携・協働する組織

「東京湾再生官民連携フォーラム」が「東京湾再生官民連携フォ ラム」が
平成25年11月23日に設立
(議長：來生 新 放送大学副学長)

○同日に、東京湾の恵を味わいながら、楽しみ、感謝するイベント
「東京湾大感謝祭」を開催「東京湾大感謝祭」を開催

○多くの人に東京湾の魅力を知ってもらい、東京湾環境への関心を喚起

○来場者数 1 200人○来場者数 1,200人
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東京湾再生推進会議と東京湾再生官民連携フォーラムの関係 資料２

東京湾再生官民連携フォーラムフォ ラム 東京湾再生官民連携フォーラム
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・改善に向けた取組を実施

＜フォーラムの活動＞
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企業研究者

i

政○東京湾の魅力を発掘・創出・発信する取組
に参画・協働

○多様な主体の交流の場の提供・ネットワー
クの構築

i

m

l

m
h

行政

d

ln 研究者

2

クの構築

○東京湾再生推進会議への提案
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議長 監事

東京湾再生官民連携フォーラムの組織体制 資料２

議長

來生 新 放送大学副学長

監事

東邦大学 風呂田 利夫 教授
運河を美しくする会 塩野 正明 事務局長

企画運営委員

東京大学 佐々木 淳 教授 神奈川県水産技術センター 工藤 孝浩 主任研究員
横浜国立大学 中村 由行 教授
横浜国立大学 古川 恵太 客員教授
国土技術総合政策研究所 高島 英二郎 下水道研究部長
国土技術総合政策研究所 岡田 知也 海洋環境研究室長
経団連 自然保護協会 山崎 敬 事務局次長

日本釣振興会 鈴木 康友 常任理事
（株）舵社 田久保 雅己 常務取締役
海辺つくり研究会 木村 尚 理事・事務局長
共存の森ネットワーク 渋澤 寿一 理事長
みなと総合研究財団 細川 恭史 理事

関係省庁（国土交通省、海上保安庁、環境省、水産庁）

経団連 自然保護協会 山崎 敬一 事務局次長
セブンイレブン記念財団 井下 龍司 事務局長
千葉県漁業協同組合 笛木 隆 副参事指導部長

みなと総合研究財団 細川 恭史 理事
水産庁 増殖推進部 上田 勝彦 情報技術企画官

企画運営委

員, 15

東京湾流域自治体（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、川崎市、千葉市、さいたま市、横須賀市）

登録会員（2/21現在）
＜個人会員内訳＞ ＜団体会員内訳＞

企画運営委

員, 15

企業（建設）, 
17

行政, 30
企業（建設）, 

49
行政, 27

個人, 37
登録会員（2/21現在）

個人会員：216人 (企画運営委員15名含む)
内訳)企業65、NPO32、レジャー8、水産2、

大学・研究30 行政27 個人37
企業（一

般）, 11

NPO, 25レジャー, 1

水産, 2

大学・研究, 6

企業（一般）, 
16

NPO, 32

レジャー, 8
水産, 2

大学・研究, 
30

大学 研究30、行政27、個人37
団体会員：107団体 (企画運営委員15団体含む)

内訳)企業28、NPO25、レジャー1、水産2、大学・研究6、行政30
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◆生き物生息場つくりＰＴ ＰＴ長：東京大学 佐々木淳教授

始動した５つのプロジェクトチーム（PT） 資料２

＜ミッション＞
・多様な関係者が連携した生き物生息場（アマモ場等）の再生策を提案する
・民間企業が主体的に自然再生を実施する際の枠組み・インセンティブ・ＰＲ方策等を検討する

第１回ＰＴ（H26  1/28）

◆東京湾大感謝祭ＰＴ ＰＴ長：海辺つくり研究会 木村尚理事

＜ミッション＞
・東京湾各地で行われている様々なイベント等の情報を収集し、連携する東京湾各地で行われている様々なイ ント等の情報を収集し、連携する
・東京湾に触れあい、楽しみながら環境について学ぶ機会を提供する

第１回ＰＴ（H26 1/22）

◆江戸前ブランド育成ＰＴ ＰＴ長：水産庁増殖推進部 上田勝彦情報技術企画官◆江戸前ブランド育成ＰＴ ＰＴ長：水産庁増殖推進部 上田勝彦情報技術企画官

＜ミッション＞
・「江戸前」という言葉にのせた東京湾の魅力を広報する
・「江戸前」を通して検証した東京湾のブランド性を追究する 第1回ＰＴ（H26  2/24）

◆モニタリング推進ＰＴ

＜ミッション＞
・東京湾再生推進会議と協働したモニタリング（東京湾環境一斉調査等）の実施及び成果についての普及、

ＰＴ長：横浜国立大学 古川恵太客員教授

啓発を促進する 東京湾環境一斉調査ワークショップ（H25  12/20)

◆指標検討ＰＴ ＰＴ長：国土技術政策総合研究所 岡田知也室長

＜ミ シ ン＞＜ミッション＞
・東京湾再生に向けた様々な目標を達成するための、多様な主体の取組を

適切に把握・評価できる指標を検討し、東京湾再生推進会議へ提案する
第１回ＰＴ（H26  1/21）、第2回ＰＴ（H26  2/18）、第3回ＰＴ（H26  3/25） 4



東京湾再生推進会議のスケジュール（案） 資料２

年が経過 た段階 行動計画 評価を行 推進状況 把握と効果等 評価を行う

●東京湾再生のための行動計画（第二期）の計画期間（平成25年度～平成34年度）

□ 3年が経過した段階で、行動計画の評価を行い、推進状況の把握と効果等の評価を行う。
（「東京湾再生のための行動計画（第二期）」４．（２））

H25
1年目

H26
2年目

H27
3年目

H28
4年目

H29
5年目

H30
6年目

H31
7年目

H32
8年目

H33
9年目

H34
10年目

中間
評価等

●
中間評価

●
中間評価

●
最終評価

推進会議 ★ （★） （★） ★ （★） （★） ★ （★） （★） ★

幹事会 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

<スケジュール案>
○ 中間評価は、平成28年度、平成31年度に行い、推進会議を開催して報告する。
○ 東京湾再生官民連携フォーラムからの提案は、必要に応じて幹事会、推進会議を開催し取り扱いを決定する。
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